
Ⅰ 平成 27年度 事業報告 

 

 社会福祉法人会津療育会の理念、施設運営の指針、平成 27 年度短期事業計画に基づき、

取り組むべき目標を実現すべく、アガッセ事業推進委員会を中心に各委員会、係、各部署

が一体となり、事業を推進してまいりました。 

 特に、人材育成の仕組みづくりについては、外部のコンサルティング会社の協力得て、

計画的に進められ、具体的な人事考課制度の確立、考課者研修の実施を進めてきました。 

 施設入所支援、通所支援、短期入所支援の各事業については、ご家族の活動参加や懇談

会を実施し、より個別的なニーズに対応してきました。また、外出活動を安定的に実施し

利用者の社会参加を進めとともに、ボランティアの定着を図るために第 1 回ボランティア

感謝祭を開催するなど、地域との交流や外部とのつながりを重視した行事や日中活動を企

画してまいりました。また、外部の評価機関の第三者評価を受け、日頃のサービスを見直

す機会を得たとともに、より質の高い支援の提供を目指すための計画的事業推進を検討す

ることができました。 

 相談支援事業についても新たな事業委託も含め、会津地域における相談支援体制の強化

に努め、関係機関との連携強化を図り、スムーズな情報の伝達、課題の共有化をすすめ、

一体的な支援体制の整備に努めてきました。 

 

１．法人組織の安定した運営と人材育成 

施設内に主任を中心としたプロジェクトチームを設置し、人事コンサルティング会社

との定期的な話し合いのもと、給与体系の見直し、人事考課制度の導入及びキャリア

パスの構築について検討を進め、具体的な導入に至ることができました。また、第三

者評価を受け、より質の高い支援の提供を目指す短期事業計画の策定につなげること

ができました。 

 

２．在宅支援サービス事業の強化 

短期入所者ご家族との懇談会を開催し、利用者のニーズの確認を進めるとともに、予

約の取り方のルール化を検討するなど、より利用しやすい状況を作るように進めてま

いりました。通所の生活介護においては、活動へのご家族の参加をご案内し、日頃の

活動の様子を身近に体験いただく機会を設定したり、一部に選択的な活動を設けて、

よりニーズに近づけるようにしました。 

また、計画相談支援事業については、会津若松市障がい者支援センターカムカム内の

各機関との連携を図り、情報交換を推進すると共に自立支援協議会の各部会等に参画

し、地域ニーズへの対応を各機関と連携しながら強固に推進しています。 

 

 



３．入所者の生活圏の拡大と生活の質の向上 

施設入所支援については、日中活動、外出活動、施設行事等を充実させ、計画的に日

常生活に取り入れ、日々の生活の充実を目指すと共に、個別的な支援対応においては、

個別ニーズへの対応を行うほか、一部同性介護の確立を検討してまいりました。 

また、グループホームの開設に向け、実現可能な計画推進について検討を重ねており

ます。 

 

４．地域貢献と広報活動の強化 

地域貢献については、介護職員初任者研修の実施の検討を進めてきました。また、外

部との交流を推進するためにもボランティアの皆様への感謝祭を開催し、引き続き多

くの方に訪れていただけるように努めてきました。アルミ缶やキャップの回収も定着

し、提供している地域の小学校との交流も定期的なかたちとなっています。 

広報活動の強化については、ホームページによる日々の日中活動の様子の情報発信も

定期的に実施しているほか、公開情報のページも作成しております。 


